
－1－ 

一 般 質 問 通 告 書 

令和８年第２定例会 

順番 
議席 

番号 氏  名 発 言 事 項 要     旨 
答 弁 を 

求める者 

７ ７ 竹之内 和 満 １ 新図書館の有効活用につ

いて 

⑴ 現在の図書館において①蔵書

数②年間の貸し出し数③年間の

利用者数はいくらか。 

教 育 長 

    ⑵ 新図書館において①蔵書予定

数②年間の貸し出し目標数③年

間の利用者目標数はいくらか。 

教 育 長 

    ⑶ 学校図書館とは現在どのよう

な連携をしており、今後はどの

ようにしていこうと考えている

か。 

教 育 長 

    ⑷ 一昨年10月に開館した「阿久

根市電子図書館」の利用状況は

どうか。また今後のサービス拡

充についてはどのように考えて

いるか。 

教 育 長 

    ⑸ 本を読む、借りる以外の地

域・市民の方が気軽に利用しや

すい新図書館にするために考え

ていることはあるか。 

市長・教育長 

 

    ⑹ 新図書館までの交通手段のな

い子どもたちや高齢者の方のた

めにどのような対策を考えてい

るか。 

市長・教育長 

 

   ２ 加速する人口減少に対す

る対策について 

⑴ 阿久根市の直近３年間の人口

変動、自然増減、社会増減の推

移はどのようになっているの

か。 

市 長 

    ⑵ 阿久根市の直近３年間の出生

数・合計特殊出生率の推移はど

のようになっているか。 

市 長 

    ⑶ 人口減少の緩和に対して行っ

ている主な施策は何か。またそ

の効果と課題についてはどのよ

うに考えているか。 

市 長 

    ⑷ 新たな施策は考えているか。 市 長 

    ⑸ 人口減少・従業員の高齢化・

労働条件のミスマッチなどで人

市 長 
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手不足の企業が増えてきている

が、雇用・人材対策についてど

のように考えているか。 

８ 10 仮屋園 一 徳 １ 商工振興について 

 

⑴ 道の駅阿久根について、指

定管理料として、委託料を

払っているが、黒字となるよ

う経営改善はできないのか。 

市 長 

    ⑵ 市産業祭について、阿久根

総合体育館で行われている

が、高齢者には、駐車場から

の距離が遠い、場所は最適と

言えるが、来場者に対するさ

らなる支援は考えないか。 

市 長 

 

   ２ 跡地活用について 

 

⑴ 旧国民宿舎跡地を活用した

い旨の問合せはないのか。ま

た、年間の管理費、隣接する

記念碑、残地等の管理はどう

なっているのか。 

市 長 

    ⑵ 阿久根高校跡地について

は、どのように管理されてい

るかを市は把握しているの

か。また、跡地活用につい

て、県は市や地元の活用相談

を待っている状況なのか。 

市 長 

    ⑶ 旧青果市場跡地の再公募の

見通しは。 

市 長 

   ３ 南九州西回り自動車道

について 

 先日、南九州西回り自動車道

のうち、芦北ICから出水ICまで

の区間が令和10年度中に開通す

るとの報道がなされたところで

あり、阿久根ICまで開通するこ

とを見据え、誘客促進事業等の

受け皿づくりが大事と思うが、

市長の考えは。 

市 長 

   ４ サンセット牛之浜景勝

地の道の駅について 

 （仮称）サンセット牛之浜景

勝地の道の駅は自治体単独では

なく、民間事業との連携が不可

欠と思うが、担当部署について

は、観光拠点であれば、観光の

関係部署も加えるべきと考える

がどうか。 

市 長 

９ 12 山 田   勝 １ 寺島宗則記念館につい ⑴ 令和８年第１回定例会の一 市 長 



－3－ 

て 般質問において、寺島宗則記

念館で売主から寄託された仏

壇の保管の状況について伺っ

たが、その後の経過を示せ。 

    ⑵ 寄託されたものを今後も寺

島宗則記念館で保管すること

が適切と考えるか。 

市 長 

   ２ 脇本海岸について ⑴ 年間の観光入込客数をどの

ように把握しているか。 

市 長 

    ⑵ 今後、観光のまち阿久根と

してどのように発展させてい

く考えか。 

市 長 

   ３ 生活応援商品券事業に

ついて 

⑴ 生活応援商品券を市民一人

当たり２万円分支給したが、

その財源内訳を示せ。 

市 長 

    ⑵ 配布することとなった経緯

及び配布に係る経費を示せ。 

市 長 

    ⑶ 配送業者を選定した経緯を

示せ。 

市 長 

    ⑷ 早い人は令和８年３月末、

遅い人は令和８年４月末日ま

での配布だったと聞くが、事

実か。 

市 長 

    ⑸ 行政執行するに当たり、市

民の誰を対象にするか。 

市 長 

10 9 竹 原 信 一 １ 計画は誰のために作ら

れたのか 

⑴ 市は約1億3,000万円をかけ

て11本の施設管理計画を策定

した。しかしこれらの計画は

精査されず、庁内にも市民に

も共有されず、公開もされて

こなかった。市民の財産であ

る公共施設の管理計画が、市

民に知らされないまま存在し

てきた。計画の精査・全庁共

有・原則公開をいつまでに実

現するか。 

市 長 

    ⑵ 前回の総括質疑において財

政課は積み残し総額の資料を

「持ち合わせていない」と答

弁し、市長は「積み残しとい

う概念が理解できない」と答

弁した。しかし同じ質疑の場

市 長 
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で担当課は、公園33億6,000万

円・個別施設17億7,000万円・

学校７億円の差額を答弁して

いる。市民が現実を知ろうと

しても「分からない」「理解

できない」と答える執行部

は、市民の知る権利に応えて

いると言えるか。積み残し総

額を全庁横断で集計し公表す

る考えはあるか。 

    ⑶ 市長は「計画はあくまで参

考」「まちづくりビジョンが

最上位」と答弁した。約１億

3,000万円の計画が参考にすぎ

ないとする理由を市民に説明

できるか。参考にすぎない計

画の改訂予算を繰り返し計上

することの矛盾をどう説明す

るか。 

市 長 

    ⑷ 市長は総括質疑で「政治的

判断を総合的に組み合わせて

予算編成した」と明言した。

客観的な数値に基づく計画で

はなく政治的判断で予算が決

まるなら、市民はどのような

基準で市政を評価すればよい

のか。  

市 長 

    ⑸ 議会の委員会において個別

管理計画の提出要求が「不必

要」として否決された。市民

の代表である議員が市民の財

産の管理計画を見ようとしな

いまま、何十億円もの予算を

議決してきた。この状態を市

長はどのように認識している

か。  

市 長 

    ⑹ 市は社会資本総合整備計画

の事後評価書（平成 27年10

月）において、「30公園の計

画的な更新・改築が可能とな

り、施設のライフサイクルコ

市 長 
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ストの縮減を図る」と成果目

標に明記した。計画策定率

100%という定量的指標は達成

された。しかし13年が経過し

た現在、肝心の更新・改築と

コスト縮減はほとんど実施さ

れていない。計画を「参考に

すぎない」とする市長に、こ

の成果目標の達成状況と市民

への説明を求める。 

   ２ 新規事業より既存施設

が先ではないか 

⑴ 市は約40億円規模の新道の

駅建設を進めている。しかし

財政課は聞き取りで「財源は

項目だけ、維持管理費は分か

らない」と述べた。財源も将

来コストも把握しないまま最

大規模の事業を進めること

は、将来世代への無責任な負

担転嫁ではないか。財源と30

年間の維持管理費累計見込み

をいつまでに市民に示すか。 

市 長 

    ⑵ 個別施設計画では図書館の

改修が最重要事項として２億

6,000万円で計画されていた。

しかしこの計画は市民にも議

員にも庁内にも公開されてい

なかった。市民が知らないま

ま計画が変更され、建て替え

という全く異なる方針が「政

治的判断」として実行され

た。情報を公開しないまま重

要事項を決定するこの手法

は、市民への説明責任を果た

していると言えるか。  

市 長 

    ⑶ 交流センター・図書館・オ

ートキャンプ場・新道の駅等

の新規事業は、各個別施設計

画においてどのように位置づ

けられているか。計画に位置

づけのない新設を繰り返すこ

とは、計画行政の放棄ではな

市 長 
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いか。 

    ⑷ 消滅可能性自治体として名

指しされた阿久根市で、老朽

化施設の積み残しを抱えなが

ら新設を続けることは、将来

世代にどのような阿久根市を

残すことになるか。新規建設

の前に既存施設の老朽化対応

を優先する基準を設ける考え

はあるか。 

市 長 

   ３ 計画改訂を本物にする

ために 

⑴ 参考にすぎないとする計画

を改訂することに税金を投じ

る理由を示されたい。改訂後

の計画を予算編成の根拠とし

て位置づけ、市民への約束と

して扱う考えはあるか。 

市 長 

    ⑵ 策定に際し、各計画書の内

容を精査し積み残し総額を集

約した上で改訂作業を行う

か。それとも従来通り業者に

外注して成果物を受け取るだ

けにとどまるか。 

市 長 

    ⑶ 予算編成と連動させ、全庁

横断的に進捗管理する仕組み

を構築する考えはあるか。構

築する場合、担当部署と完成

時期を示されたい。 

市 長 

   ４ 今ある施設を守ること

ができるか 

⑴ 所管課は「ガードレールの

塗装は全然考えていない」と

述べた。新しいガードレール

を設置しながら既存のものを

朽ちさせる。総合管理計画が

掲げる予防保全の方針が現場

に届いていない理由と、予防

保全に転換する具体的な計画

を示されたい。 

市 長 

    ⑵ 市道のガードレール・防護

柵等の設置年度別台帳はある

か。台帳がない場合いつまで

に整備するか。設置後30年以

上経過したものの割合と直近

市 長 
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５年間の補修実績も示された

い。 

    ⑶ 港橋の欄干など、今補修す

れば錆止め塗装で済む段階を

放置すれば大規模修繕が必要

となる。予防保全の観点から

今後の補修計画を示された

い。 

市 長 

   ５ 「できない」は「やら

ない」ではないか 

⑴ 国道389号の除草について

「年間8,400万円かかるからで

きない」と答弁した。私が7か

月間一人で除草作業に取り組

み、県が片付けを行ったこと

で8キロの大規模除草がほぼ完

了した。その後、市が約700万

円で受託して約600万円で発注

した。「できない」は「やら

ない」という意思の問題だっ

たことをどのように認識して

いるか。この構造は施設管理

計画の積み残し問題にも共通

していないか。 

市 長 

    ⑵ 脇本赤瀬川線・脇本荘線を

はじめ他の県・国管理路線の

維持管理業務を積極的に受託

することで、地域の道路環境

を地域自身で守る体制を作る

ことができる。地域事業者が

担い手となることで、雇用と

地域への誇りも生まれる。何

より、地域を自分たちで守る

という意識が住民と職員の双

方に育つことが、阿久根市の

将来にとって最も大切なこと

ではないか。受託拡大を地域

環境維持の政策として位置づ

け、県・国への働きかけを強

化する考えはあるか。 

市 長 

   ６ 市民が判断できる情報

環境を作れるか 

⑴ 市民が阿久根市の現実を知

ろうとしても、施設管理計画

は非公開とされ、議員には提

市 長 
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示を拒否され、財政課は把握

していない。情報がない状態

では、市民は何を根拠に市政

を判断すればよいのか。個人

情報に関わらない行政情報を

市民の請求を待たずにホーム

ページで原則公開する運用に

転換する考えはあるか。 

    ⑵ 千葉県習志野市は公共施設

マネジメント白書をネット公

開したことで市民の意識が変

わり、施設統廃合に向けた住

民協働が実現した。福島県会

津若松市はオープンデータ推

進で縦割り行政の弊害を解消

し業務効率化を実現した。情

報の公開が市民を当事者に変

える。阿久根市もこの転換を

図る考えはあるか。 

市 長 

    ⑶ 市民・議会・執行部が同じ

データを見ながら阿久根市の

将来を共に考えられる状態、

それが今の阿久根市に最も必

要なことではないか。施設管

理計画等の行政情報の見える

化に向けた具体的な取組みと

期限を示されたい。 

市 長 

11 11 木 下 孝 行 １ 薩摩半島西方沖（阿久

根市）洋上風力発電につ

いて 

⑴ 今後の事業計画と展開を示

せ。 

市 長 

    ⑵ 早めに協議会を設立し、意見

交換や情報の共有化を行い、機

運醸成を図るよう求めている

が、どのように考えているか。 

市 長 

    ⑶ 県・国に対しての洋上風力発

電の情報提供をいつ頃と想定し

ているのか。 

市 長 

   ２ 「サンセット牛之浜景

勝地」の道の駅について 

⑴ 用地の先行取得について、土

地開発公社が用地買収を進めて

いるが、進捗状況と完了の見込

は。 

市 長 

    ⑵ 令和６年第３回定例会での答 市 長 
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弁で、実施設計に入るときに薩

摩川内市や長島町との協議をし

ていきたいと答えている。実施

設計に入る前提でのたたき台と

なる計画案が必要であるが、商

工会議所を中心とした市内関係

者等と協議に入っているのか。 

   ３ 青果市場跡地を含めた

旧港周辺の整備計画と観

光拠点化について 

⑴ 現在、白紙状態にある青果市

場跡地活用の今後の予定を示

せ。 

市 長 

    ⑵ 「うみ・まち・にぎわい」再

生整備計画に代わる整備計画、

または計画変更し、「にぎわい

のあるまちづくり」を進めてほ

しいと思うがどうか。 

市 長 

    ⑶ 新道の駅と連動したまちづく

りが絶対的に必要と思うが、ど

のように考えているか、別に考

えがあるのか。 

市 長 

   ４ 水産業の推進について ⑴ 北さつま漁業協同組合が、フ

ィッシュポンプの導入で水揚げ

時間短縮や労力軽減・鮮度維持

などで成果を出していると聞く

が、状況はどうか。更に増設を

求める声を聞いているが、その

考えはあるか。 

市 長 

    ⑵ 北さつま漁業協同組合青壮年

部で視察調査研修を行い、ナマ

コ生産養殖に向けて取り組んで

いると聞いているが、状況はど

うか。 

市 長 

12 ３ 川 原 慎 一 １ 本市の防災教育につい

て 

⑴ 本市の学校における避難訓

練の実施状況を示せ。 

教 育 長 

    ⑵ 集中豪雨、台風、地震など

の自然災害から児童生徒の命

を守るため、児童生徒の発達

の段階に応じた、本市独自の

教材が必要と考えるがどう

か。 

教 育 長 

   ２ 本市の教職員の状況に

ついて 

⑴ 児童生徒数の減少により、

学級数や教職員数も減少して

いると考えるが、本市の状況

を示せ。 

教 育 長 
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    ⑵ 教員不足が懸念されている

が、本市の各学校への配置状

況を示せ。 

教 育 長 

    ⑶ 学校の教職員定数について

必要数が確保できない場合、

本市ではどのような対応を考

えているか。また、その場合

の課題は何か。 

教 育 長 

   ３ 教職員の働き方改革に

ついて 

⑴ 本市の土曜授業の本年度実

施状況について、その理由を

含めて示せ。 

教 育 長 

    ⑵ 本年度は、４月８日始業

式、９日入学式と例年に比べ

２日遅い実施だったが、その

成果と課題は何か。 

教 育 長 

    ⑶ 本市でも、本年３月に「業

務量管理・健康確保措置実施

計画」を定められたが、本市

独自の取組みはあるか。 

教 育 長 

   ４ 新阿久根市立図書館に

ついて 

⑴ 新図書館について、指定管

理者と運営面の協議につい

て、現在どのような取組みが

行われているか。 

教 育 長 

    ⑵ 協議の中で指定管理者から

意見・要望が出されている

か。 

教 育 長 

    ⑶ 新図書館の周知は市民には

広報「あくね」で図られつつ

あるが、児童生徒にはどのよ

うに周知しているのか。 

教 育 長 

   ５ 本市の財政状況につい

て 

本市の財政は、主要な財政指

標は健全であり、基金も将来の

負担を見据え計画的に積み立て

られていると考えており、財政

面の懸念はないと認識している

が、市長の見解を伺う。 

市 長 

 


